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宮 崎 演 習 林

A前 年度 より引 き続 きお こなつている試験調査

汰 木 達 郎 。 中 島 誠 。 荒 上 和 利

{.ス ギ品種の地 域的特性 に関す る研究

昭和42、45年 度 に引 き続 き従来 の品種 にあ らた に6品 種 を加 えた試験地 を設定 したo

場 所

2壌 欄i、 昭舞…鐸45年 度伐採の広 葉樹林跡地;C昭 禾舞45年5月 植栽

供 試品種

クモ トオシ(4)、 ヤ イチB)sオ ビフ カ(C)、ヤ ヅクグ リ①)sメ アサ(E)、 ア ヤスギ(F)、

以 下新たに加 えだ品種

キ劉 鉱 ア オシマアラ カyPt)・ ヒノデ(1)・ イ ワ瀬 ウラセベルao・ ア カ'"c[・〉

試験地ブ獄ツ トの配列

下図の通 りo

2広 葉樹肥大生長調査(17・35林 斑)

広 葉樹 肇2種(イ ヌシデ、 ケヤキ、 センノ キ、 ミズ メ、 ブナ、 カナ クギ、 ミズ キ、 ヤマザクラ、

カエデ、 シキ ミ、 ミズナ ラ、 ヒメシヤラ)を 昨年 にひ き続 き毎 月末調査o

また、44年 度 か ら55林 班 に6樹 種(ア カシデ、イヌシデ、 ミズ メ、 ブナ、 ミズ キ、 ミズナ

ラ、各3本 、計18本)に 生 長 ベン ドを取 りつけ肥大生長 の測定 をは じめだo



乙 スギザイノタ マベエに関す る研究

a)発 生 調 査 ㌧

冬期 に発生 をみ なかつだ成 虫 も4月 下旬 か ら徐 々に発生 をは じめ6月 下旬 にはかなbの 数 をみ

ているが、昨年 に比較する と6月 下旬 の発生数 はかなb減 少 しているoま た7月 に入 珍成 虫が減

少す る とともに幼虫㈱ の発生 が増加 し、8月 上旬 には最高 に達 している。 この数 は昨年 よbも か

なb多 いが、ほぼ問 じ傾向である。 まだ9月 中旬 には成虫が最 高に達 しているが、 こ¢)数は昨年

の数 をはるかに上回つ てい る し、10月 に入b成 虫の減少 とともに幼 虫㈱ が8月 上旬 の ピー クと

ほ とん ど同 じピー クを示 してい る点、昨年 とはかな り違つた結果がでているoこ のことを雨量 、

温度、湿 度 と対比 してみたが5年 間 を通 じて、関連性 はほ とん どみ られなかつk。

〈2)防 除 試 験

昨年 と同 目的、同方法 でδ一一BIIC撒 布効果試験 を第{回 を5月26H、 第2回 を7月17β 、

第5回 を9月19呂 に お こなつたo結 果は成 虫に対 してlis-BHC撒 布 はか なり効果 があるが、

幼 虫にはほ とん ど効果 をみ なかつたQ

間 伐区 において は、成 虫数 は多 く、幼虫が少 ない ことか ら、幼 虫に対 してだけ間伐の効果 があ

らわれていたo

B本 年 度お こな つ た試 験 調査

汰 木 達 郎 ・ 荒 上 和 利

葉.庇 陰格子による試験(構 内)

(1)格 子内の微気象測定

植物の生長 と光(明 るさ)と の関係をあ嚢らかにする一手段として庇陰格子による試験がな毒

れているが、 これまでは格子内の微気象要因の変動については光要因以外あまり注意がむけられ

ていなかつたきらいがあるだめ本試験ではとくに庇陰格子内の気混、地温、蒸発量、土蒸発量、

空気中湿度をしらべ、庇陰と樹木の生長 との関係をあきらかにするための微気象的な基礎資料 を

うることを目的 としたo本 年度は夏 と冬の2回 測定をおこなつたoな 齢夏の灘定結果については

日林九支講集第25号 に発表 しているo

(2)モ ミ種子の発芽試験

天然更薪にあだつてはとくに樹木の耐陰性が問題になるが完全にウツ閉し、ほぼ単一の樹冠層

を構成 しているモ ミ、ツガの天然林でも林床にはかなりの稚樹がみ られることか らモ ミ種子の発
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